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種 々 の 細胞株 を用いた mRNA レベ ル で の 非放射性

in　situ　hybridization（ISH）

菅原 勇 （埼玉 医大 ， 総合医療セ ン タ
ー

、 病理 ）

ISHは細胞や 組織中の 特定 のmRNA やDNA を検 出した り局在化する の に有用な方

法で ある。 ここで は我々が経験 した非放射性ISHを用い て検 出で きた細胞株中の

emyc ，
　c−yes，　m （M 及びDNAtopoiSomerase　1　mRNA 発現研究の 一端を紹介した い 。

ISHに影響を与える因子はproteinase　K の 濃度 と時間 、 固定波の 選択 、 プ ロ
ーブの

長さで ある。
プロ ーブは 50mer の ア ンチセ ンス 合成 oligonucleotide を用い た 。 対

称 と して セ ンス 合成oligonuc ヨeotide を用 い た 。 非放射性ISH は様 々 なバ リエ
ー シ ョ

ンが考え られて お り成功率 も高 くな っ てい る。
mRNA レベ ルで の ISHは細胞生物

学 における特定の mRNA 発現の 解析 に非常な威力を発揮するだ ろう。
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